主任カンパについて　　　　　説明資料

主任のみなさまへ

１　主任カンパ（主任手当拠出）のとりくみについて
　　　　　私たち高教組は、任命による「主任制」について「タテ構造」の管理運営システムの強化につながる懸念があるという認識のもと、民主的な職場づくりの立場から、反対してきました。そして、職員間の平等性を失わせる「手当」についてはカンパの協力をお願いし、いただいた「手当」については、もともと教育の財源であることから、組合員の意見を集約し、奨学金等、主に教育面での活用を行ってきました。
　　　　　つきましては、このとりくみは以上の趣旨をご理解の上、ご協力いただけたらと考えています。

　　　　(1) 高校・障害児学校の児童・生徒への高教組就学奨励金
　　　　　　2020年度は、ほぼ全額高教組就学奨励金としての活用となります。
　　　　(2) その他は活用項目だけ紹介します。
　　　　　　① 高校生や障害児学校児童･生徒の活動支援
　　　　　　 予備費

２　主任手当の支給額について
主任手当は、主任手当に対して教育業務連絡指導手当として支給されています。
その額は、「業務に従事した日１日につき200円」です。

　　※ 朝、年休取得をした場合、200円の支給はありません。
　　※ 主任手当が支給されていない「主任」もいます。支給対象かどうかは給与担当事務職員に問い合わせてください。
　　　　例）環境保健主任 , 研修主任 , ･･･

３　主任手当の算出の仕方について
高教組就学奨励金の主任カンパの協力金の費用並びに算出の仕方については、

　　主任カンパ金について
　　2,000円×9か月分(5,6,9,10,11,12,1,2,3)＋1,000円(7月分)＝年間で19,000円

 　    ※ 早くても5月からスタートになります。
　　　　　7月は夏休みに入る月なので、半分の1,000円を徴収します。
　　　　　8月が夏休み期間中なので、徴収しません。
   　  ※ 主任手当は、朝から勤務して200円支給されています。勤務日が月に20以上と考え、半分の100円の20日間として、
　　　　　月2,000円として計算しています。
  　   ※ 7月は、4月と８月を除き、その他の月の半分の1,000円を協力金としています。

　　　　年間合計 19,000円となり、10(10カ月分)で割ると、月毎1,900円となります。

     ※ 協力いただける組合員の方は、4月と8月を除き、月毎1,900円を徴収(7月のみ1,000円)のカンパ金を口座引き落としにて
　　　　徴収します。
     ※ 組合加入していない方は、高教組からの封筒に入れて、分会長へ渡してください。(封筒は高教組で用意しています。)







４　主任手当支給対象者について
　　高等学校
	名　　　称
	説　　　　　　　　明

	○ 教務主任
	

	○ 学年主任
	１学年につき３学級以上の学年に置かれる主任

	○ 生徒指導主任
	３学級以上の高等学校に置かれる主任

	○ 進路指導主任
	３学級以上の高等学校に置かれる主任

	○ 学科主任
	３学級以上の高等学校に置かれる主任

	○ 農場長
	３学級以上の高等学校に置かれる主任

	○ 図書視聴覚主任
	６学級以上の高等学校に置かれる主任

	○ 環境整備主任
	６学級以上の高等学校に置かれる主任


　　特別支援学校
	名　　　称
	説　　　　　　　　明

	○ 教務主任
	

	○ 学年主任
	１学年につき３学級以上の学年に置かれる学年主任

	○ 生徒指導主任
	３学級以上の特別支援学校に置かれる生徒指導主任

	○ 進路指導主任
	３学級以上の特別支援学校に置かれる進路指導主任

	○ 学科主任
	３学級以上の特別支援学校に置かれる学科主任

	○ 寮務主任
	３学級以上の特別支援学校に置かれる寮務主任

	○ 図書視聴覚主任
	６学級以上の特別支援学校に置かれる主任
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